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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画 

「小坂小学校の将来について」地区説明会 会議録 

■ 開 催 日 2023年９月27日（水）19:00～20:00 

■ 会 場 小坂小学校 こぶしルーム 

■ 出 席 者 参加者 19名 

 教育委員会 ７名 

■ 質疑・意見交換（要旨） 

意見・質問 回答 

統合にあたって、小野小学校区から了承が出

るまでは、小坂小学校区としては何もする事が

ないという事でよいか。 

特に表立って動いていただく事はないが、小

坂地区も子どもが減ってくるという事や必要

性について、皆さんで共有をしてもらいたい。

将来的には小坂小学校も複式学級が生じると

いう事で、現在未就学のお子さんをお持ちの保

護者の方には特に関心を持ってもらいたい。 

小野地区から統合について合意されれば、小

坂地区の皆さんにも協力いただきながら協議

をすすめる事になるが、今のところ小坂地区で

何か相談して取組みをしてくださいという事

はない。 

小野小学校区の子ども達はバス通学を検討

すると説明があったが、小坂小学校区の中で

も、私が住んでいる安良区は一番といっていい

くらい遠く、計測したら２ｋｍ以上ある。市の

ホームーページを見ると、バス通学の基準は３

ｋｍ以上とあるため、安良区は徒歩通学である

とあらためて確認したが、実際のところ我が家

には４歳の未就学児の女の子がおり、周りには

同級生が１人しかいない。小学校１年生になる

と、１人２人でこの距離を歩くのかと非常に懸

念している。私自身も小坂小学校の卒業生だ

が、当時は少なくとも１クラス40人以上いて、

安良区から歩いていく子どもも10人以上いた。

上級生が下級生の手を繋いで歩いていたのを

思い出すが、今はそんなイメージが全くできな

い。通学路にもグリーンラインを設置して安全

に配慮してもらっているが、幅員が４ｍ未満の

道路もあり危ないと感じている。一緒に歩いて

もらえるボランティアの方もないだろうし、住

宅地を歩くわけではないためひと気もなく、い

ざというときに駆け込むところもない。端的に

言うと、バス通学を安良区にも回ってもらえな

いか。当然小野地区は４～５ｋｍ以上あるの

で、優先順位は低いと思うが、せっかくバスを

出すのであれば安全と安心の担保のために検

討をお願いしたい。 

もう一点、小学校を１校にする考え方には賛

バス通学については、確認していただいたと

おり３ｋｍを基準としており、３ｋｍ以上はバ

ス、３ｋｍ未満は徒歩通学という基本的なライ

ンを定めている。実際には、３ｋｍ以上でも徒

歩通学をしているところもあるし、３ｋｍ未満

でもバス通学のところもある。例えば通学路の

安全性など、距離以外の要素も考慮しながら決

定している。そのため、今この場で対応出来る

出来ないは言えないが、通学について心配な場

合は、学校教育課に相談してもらえば、その時

点で検討させていただく。 

出石地域で小学校を１校とする件は、１校に

なるまで、そこまで統合を待とうという事にな

れば、複式学級が生じる学校では子ども達に良

くない環境が当面続く事になってしまう。まず

は複式学級が発生しない状況を確保して、その

うえで１校に向けた再編をすすめたいと考え

ている。統合のスパンによっては、統合を２回

経験する子ども達があるかどうか微妙なとこ

ろだが、１校とするにはとても時間が掛かるた

め、まずは小坂・小野小学校を統合して子ども

達の様子を確認しつつ、併せて１校に向けた検

討を始めたいと考えている。他の小学校区で

も、出石で１校になるまで統合を待てないのか

という話は出たが、複式学級のところは本当に

待てない。ご理解をお願いしたい。 
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成。10年、20年の間に何度も統合を繰り返すよ

りも、１度にという意見は当然出てくると思

う。説明にあったように調整・検討に期間が必

要な事もよくわかるが、ある程度期間を区切っ

て、都度進捗状況を報告してもらい、小学校１

校に向けて進んでいるという事を地域に示し

て欲しい。 

■アンケートでの意見（全件分） 

●複式学級のビデオを見て、とてもでないが集中できないと思う。これから予測される複式学級

は、避けなければならない。統合を早期に実現して解消すべき。 

●複式学級はやはりないほうがよいと思います。児童・先生の負担や影響は大きいと思われます。

小野との統合については、こども園がおさかおのこども園になっているので、小坂の子供たち

にとってはあまり違和感をもたないのかなと考えます。 

●急激な少子化のなかでは、適正な教育環境をととのえるためにも学校統合はやむを得ないこと

と考えます。ただ、地域住民の心のよりどころでもあった小学校が無くなるということに対し

ては、他地域の事例（とりくみ等含む）なども含め丁寧な説明と納得の得られるとりくみが必

要だと思われます。 

●大変参考になりました。複式学級をなくしたいという思いは伝わりました。小規模での教員配

置できたら良いのではとも思いました。 

●そもそも若い世代が減少している為、U・Iターン促進もすすめていく必要がある。そんな中で、

いろいろ考えていただきありがとうございます。 

●（バス３kmについて）こども園の保護者の方が、小１の女の子を歩いて行かせるのに不安と、

毎日自転車でついて来られています。夏場はとても大変そうでした。姉のつきそい後、下の子

のこども園に来られる為、かなりの負担に見えました。可能なご家庭はまだしも不可能なご家

庭は本当に不安だと思いました。 

●将来的に早く１小学校になってほしいです。 

●複式学級の問題点をもう少し詳しくお聞きしたいと思いました。今日、初めて話を聞いたこと

でもあり、今後の状況を見守っていきます。 

●地区が主体となって動く必要があるが、市としてもある程度道すじを示してほしい。地区だけ

では様々な意見もあり、まとめるのが困難な可能性もある。 

●おさかおのこども園で子ども達は交流の土壌があるので、統合は早く進めるべきだと思います。

やはり20人程度は学級にほしい。 

●複式学級の発生は大きな問題だと思います。その解消を第一に考えていただければよいかと思

います。 

●小坂の方の意見を聞けてよかったと思います。小野の意見をまとめていきたいと思います。保

護者の方が少なくおどろきました。 


